

























1）Daniel Mornet, Les Origines intellectuelles de la Révolution française (1715-1787),
Librairie Armand Colin, 1933；邦訳、ダニエル・モルネ『フランス革命の知的起源』
坂田太郎、山田九朗他訳、勁草書房、1971。




























Cf. Roger Chartier, Les orignes culturelles de la Révolution française, Éditions du
Seuil, 1990 ; 邦訳、ロジェ・シャルチエ『フランス革命の文化的起源』松浦義弘訳、
岩波書店、1999.















































































































































10）Ibid., pp. 472-473；邦訳、同上書、p. 689.
11）Ibid., p. 473；邦訳、同上書、p. 689.
12）Ibid., p. 473；邦訳、同上書、p. 689.
13）テクストは以下を用いた。Les amours de Charlot et Toinette dans Anthologie

























































































































































































PENNEC, « Cypris », Petit glossaire du langage érotique aux XVII e et XVIII e

























20）Maurice Lever, Marie‒Antoinette : Icône d’une pornographie politique dans





















































































































26）Sade,Histoire de Juliette dans Sade,Œuvres, « Bibliothèque de la Pléiade », t. III,
1998, p. 591.
トを挿入している27)。おそらくパンフレットという手段が、読者に対する有効
な手段と認識していたからこそ利用したに違いない。このことからも、パンフ
レットが当時よく読まれ、インパクトを与える有効な手段であったと考えられ
る。では、政治的中傷パンフレットの役割とはどのようなものだろうか？それ
は、王権の権威の失墜だ。革命以後、政治的中傷パンフレットは質量ともに増
殖していくが、こうした中傷パンフレットに触れることによって、政治が身近
な問題として、「今、ここの問題」としてしだいに認識されていったのではな
いか。リベルタン文学が形を変えて現れたこうした政治的中傷パンフレット
が、革命前に、そして革命中に、歴史に与えた影響は決して小さくはなかった
だろう。民衆の意識が国王から離れ、王女への憎しみを拡大させるのに、しか
も急速に意識変革を促進するのに、迅速な情報伝達手段でもある政治的中傷パ
ンフレットは、その質・量を勘案すると有効に機能したと考えられるからだ。
リベルタン文学全体が、18世紀の意識変革にどのような役割を果たしたのか、
さらにより多くのテクストを検討しながら明らかにしていくのが今後の課題で
ある。
【付記】
本論は「18世紀フランスのリベルタン文学と版画がフランス革命に果たした役割につ
いての研究」（基盤研究(C)、課題番号：15K02397）を研究課題として、日本学術振興
会科研費平成27-30年度の助成を受けた研究に基づくものである。
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27）Ibid., pp. 110-153.
